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非常勤消防団員の処遇改善 ２

12

５

14委員会リポート

　６人が一般質問

　議案審議議 案



　
令
和
３
年
定
例
会
12
月
会
議
を
12
月
１
日
か
ら
２
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の一部
改
正
な
ど
８
件
の
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

●
非
常
勤
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す

る
条
例
の一部
改
正

内　
容

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、消
防
団
員
の
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
な
ら
び

に
組
織
体
制
の
見
直
し
を
行

う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
改
正
で
団
員
は
年

額
報
酬
の
地
方
交
付
税
算
定

基
礎
額
に
準
じ
て
、引
き
上

げ
ら
れ
、さ
ら
に
出
動
報
酬

を
設
け
た
こ
と
は
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
。し
か
し
、他
の

団
長
始
め
班
長
の
年
額
報
酬

額
は
、交
付
税
算
定
基
礎
額

に
照
ら
し
１・８
倍
と
約
倍

額
の
年
額
報
酬
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、団
員
の
さ
ら

な
る
増
額
報
酬
を
求
め
、今
、

改
正
条
例
に
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一部
改
正

内　
容

　

地
方
税
法
の一
部
改
正
に

伴
い
、本
条
例
も
同
様
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
町
と
し
て
中
学
卒
業
年

　
　

齢
ま
で
、均
等
割
り
の

軽
減
を
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
今
回

　
　

は
、国
策
に
よ
り
未
就

学
児
へ
の
軽
減
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。情
報
収
集
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

条　

例　

改　

正

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一部
改
正

内　
容

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の一

部
改
正
に
伴
い
、出
産
育
児一

時
金
の
額
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、本
条
例
に
お
い
て

も
同
様
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

討
　
論

●
任
期
満
了
に
伴
い
、再
推

薦
す
る
も
の
で
、議
会
の
意

見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

公
共
施
設
管
理
基
金

　
　
　
　

積
立
金
へ
追
加

　

(

１
億
５
０
０
０
万
円)

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
修
繕

　
　
の
た
め
の
積
み
立
て
と

の
こ
と
だ
が
、天
井
な
ど
は
現

状
の
ま
ま
災
害
復
旧
す
る
も

の
か
。

　
　
町
長　
災
害
復
旧
は
原

　
　
形
復
旧
が
基
本
で
あ
る

が
、ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
場
合
は

以
前
に
照
明
器
具
が
落
下
し

た
こ
と
も
あ
る
の
で
、そ
の
点

も
踏
ま
え
現
在
調
査
検
討
中

で
あ
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　
　

関
連
計
画
集
印
刷
代

　
　
　
　
　
　

(

39
万
円)

　
　
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

　
　
し
た
も
の
か
、内
容
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長　
過
去

　
　
に
作
っ
た
避
難
行
動
支

援
者
関
係
の
、３
つ
の
計
画
を

24
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る
も
の

で
、約
６
８
０
０
部
を
作
成
し
、

２
月
に
全
戸
配
布
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

非常勤消防団員の
処遇改善

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

１
件
の
請
願
は
総
務
産
業
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

●「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
観
光
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」の

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願請
願
者

　
株
式
会
社
旅
館
麻
屋

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
克
也

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金へ追加
障がい者自立支援給付費負担金
勤労者生活安定資金預託金へ追加
水道高料金対策事業へ充当

３１１６万円
１７９６万円
５００万円
７２０万円

補 正 額お　も　な　内　容

歳　
入

歳　
出

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業費
障害者（児）介護給付費等へ追加
水道高料金対策補助金

２２７８万円
４４３２万円
３６０４万円

　令和３年度一般会計補正予算（第７号・第８号）は、歳入歳出にそれぞれ
４億３２４万円を追加し、総額を８１億６０８万円としました。
　主なものは、新型コロナウイルス対策費や水道高料金対策などです。本議
案は原案のとおり可決しました。

補正
予算

アクアリーナへの
　　　　災害復旧基金積み立てへ 議案

審議

す
ず  

き

こんなことが決まりました－12月会議での議案審議－

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

問答
質
　
疑

１
４
９
号
に
掲
載

で
き
な
か
っ
た
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 

３
年
間

引
地　
淑
子
さ
ん(

６
期
目)

（
笹
山
）

ひ
き   

ち　

     

よ
し   

こ

原
田　
武
さ
ん(

２
期
目)

（
要
害
）

は
ら   

だ　

   

た
け
し

鎌
田　
陽
子
さ
ん(

２
期
目)

（
花
渕
浜
）

か
ま  

た　

     

よ
う   

こ

請　
　
　

願
か
つ  

や

　
請
願
は
、憲
法
に
規
定
さ
れ

た
国
民
の
権
利
と
し
て
、公
の

機
関
に
対
し
て
要
望
す
る
行

為
の
こ
と
で
す
。

請
願
と
は ひ 

と 

口 

メ 

モ

質
　
疑

問答答 問

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

機
器
設
定
変
更

　
　
　

業
務
委
託
へ
追
加

　
　
　
　

(

２
７
５
万
円)

　
　
委
託
内
容
は
。ま
た
、通

　
　
信
速
度
の
遅
さ
が
解
消

さ
れ
る
も
の
か
。

　
　

財
政
課
長　

現
在
は
、

　
　
役
場
の
方
に
各
学
校
の

デ
ー
タ
が
来
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、ル
ー
タ
ー
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。ル
ー
タ
ー
を

増
設
す
る
こ
と
で
通
信
速
度

の
遅
さ
が
解
消
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　

助
成
金
へ
追
加

　
　
　
　

(

５
９
０
万
円)

　
　
増
額
に
係
る
算
出

　
　
根
拠
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　
令
和
２
年
10
月
か
ら
所

得
制
限
を
廃
止
し
、対
象
児

童
が
増
え
た
が
、令
和
２
年

度
に
お
い
て
は
受
診
控
え
が

あ
り
昨
年
度
は
減
額
補
正
し

た
。令
和
３
年
度
に
入
り
、受

診
件
数
が
増
え
た
た
め
、実

績
ベ
ー
ス
の
月
平
均
を
算
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
用
ピ
ア
ノ

　
　
　

点
検
業
務
委
託
料

　
　
　
　

(

４
４
０
万
円)

　
　

国
際
村
に
あ
る
ピ
ア
ノ

　
　

を
経
年
劣
化
の
た
め
、

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、内
容
と
作
業
期

間
な
ど
は
。

　
　
国
際
村
事
務
局
長　

　
　
ホ
ー
ル
に
置
い
て
あ
る

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
製
の
ピ

ア
ノ
を
東
京
に
持
っ
て
い
き
、

弦
や
鍵
盤
、ハ
ン
マ
ー
等
を
補

修
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

期
間
は
３
月
ま
で
に
終
わ
る

予
定
で
、そ
の
間
は
同
様
の

ピ
ア
ノ
を
貸
し
出
し
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
口
座
振
替
関
連
事
業

　
　
　
　
　
　

(

47
万
円)

　
　
口
座
振
替
を
導
入
す
る

　
　

と
の
こ
と
だ
が
、そ
れ

以
外
の
使
用
料
納
入
方
法
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
。ま
た
、

運
用
は
い
つ
か
ら
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　

今
年
の
４
月
分
か
ら
口

座
振
替
に
よ
る
使
用
料
の
納

付
を
計
画
し
て
い
る
。他
の

納
入
方
法
は
、口
座
振
替
を

し
た
上
で
な
い
と
先
に
進
め

な
い
の
で
、ま
ず
は
口
座
振
替

の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

ト
リ
ガ
イ
飼
育
試
験

　
　
　
　
　
　

業
務
委
託

　
　
　

(

１
０
０
０
万
円)

期
間　
令
和
３
年
度
か
ら

　
　
　
令
和
４
年
度
ま
で

　
　
債
務
負
担
行
為
の

　
　
内
容
は
。

　
　
産
業
課
長　
当
初
か
ら

　
　

進
め
て
い
た
ト
リ
ガ
イ

が
非
常
に
良
い
状
況
で
あ
る
。

令
和
３
年
９
月
か
ら
、東
宮

港
湾
沖
で
人
工
採
苗
に
成
功

し
た
稚
貝
約
２
６
３
０
個
を

イ
カ
ダ
に
垂
下
し
て
、漁
協

の
青
年
研
究
会(

水
産
振
興

協
会)

に
委
託
し
飼
育
し
て
い

る
。４
月
以
降
も
継
続
し
て

飼
育
す
る
こ
と
と
、本
格
的

な
飼
育
試
験
に
向
け
て
事
前

準
備
の
た
め
債
務
負
担
行
為

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答答 問

問答問答

債
務
負
担
行
為

答 問

　

事
業
が
単
年
度
内
に
終
了

し
な
い
場
合
、あ
ら
か
じ
め
後

の
年
度
の
債
務
を
予
算
で
決

め
て
お
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

債
務
負
担
行
為
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ
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一 般 質 問町の考えを聞く

定例会12月会議　提出議案採決結果一覧　（12/1～12/2）

　12月会議では、条例改正や補正予算等の議案を審議しました。
　議案名は略して記載しています。

掲　載
ページ条　例　改　正　ほ　か

●全会一致の議案等
掲　載
ページ補　正　予　算

〇令和３年度一般会計補正予算（第７号）
〇令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
〇令和３年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
〇令和３年度水道事業会計補正予算（第１号）
〇令和３年度一般会計補正予算（第８号）

２

２
２

－
－
－
－
－

〇非常勤消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部改正
〇国民健康保険税条例の一部改正
〇国民健康保険条例の一部改正

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町 

政 

を 
問 
う

ズバリズバリ
　定例会１２月会議の一般質問は、１日から２日にかけて行い、６人
が活発な議論を展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で６ページから１１ページに
掲載しています。
　なお、タイトルは通告のとおりです。

一 般 質 問 一 覧 表

渡　邉　 淳　・・・・・・・ 11ページ
○ 残土条例を制定する考えは

歌　川　 渡　・・・・・・・ ９ページ
○ 汐見台北区緑道樹木の周期剪定を
○ 亦楽小学校前県道脇歩道の隆起の修繕を
○ 「家具転倒防止器具取付費補助金交付要綱」事業の周知、促進と
 　「火災報知器」設置の助成を

木　村　 稔　・・・・・・・ ７ページ
○ 非課税世帯等への福祉灯油助成（燃料費含む）について
○ 第一次産業への支援・救済について
○ 廃棄物の減量及び適正処理について

熊谷　 明美　・・・・・・・ ６ページ
○ デジタル化に伴う住民の体制支援を
○ おくやみ窓口の設置を

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況
や、将来の方針について、所信や疑問をただすこと、あるいは報告や
説明を求めることを言います。

佐藤　 直美　・・・・・・・ ８ページ
○ 小中学校の統廃合の必要性について町の考えは
○ 子どもの居場所を積極的に作る考えは

遠藤　 喜二　・・・・・・・ 10ページ
○ 民営駐車場圧迫と町営駐車場の活用に関して
○ 逍遥のみちプロジェクトチーム等に関して
○ 町委託のビーチクリーンとビーチクリーナーの成果と検証に関して

　12月第２回会議を12月23日に開催し、一般会計補正予算を審議し
ました。

12月

会 議
第２回

児童手当受給者に
年内10万円の現金一括給付

　
　
申
請
手
続
き
の
締
め
切

　
　
り
日
と
10
月
14
日
か
ら

受
給
対
象
日
の
間
に
生
ま
れ

た
子
供
の
受
給
は
。

　
　
申
請
手
続
き
は
２
月
末

　
　
ま
で
に
済
ま
せ
て
欲
し

い
。10
月
14
日
か
ら
３
月
31

日
ま
で
の
出
生
児
の
申
請
は
、

児
童
手
当
の
申
請
と一
緒
に

手
続
き
す
る
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

　
　

予
備
費
を
充
当
し
、全

　
　
て
の
子
育
て
世
帯
に
現

金
給
付
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
財
政
課
長　
今
回
は
国

　
　
の
ス
キ
ー
ム
で
対
応
す

る
た
め
、予
備
費
を
充
当
す

る
考
え
は
な
い
。

　
　
手
続
き
が
必
要
な
方
の

　
　

申
請
の
流
れ
は
。ま
た
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
申
請
で

き
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
申
請
が
必
要
な
対
象
者

は
、10
月
14
日
ま
で
出
生
し

た
子
ど
も
や
高
校
生
、公
務

員
家
庭
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
で
あ
る
。そ
の

方
々
の
手
続
き
の
流
れ
は
、

12
月
中
に
通
知
を
発
送
し
、

郵
送
や
窓
口
で
の
手
続
き
方

法
と
な
る
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は

申
請
用
紙
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
の
み
で
あ
る
。

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
事
業

内　
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
観

点
か
ら
、年
内
の
臨
時
特
別

給
付
金
支
給
対
象
者
に
対
し

て
も
、全
額
現
金
に
よ
る
10

万
円
の
年
内
全
額
現
金一
括

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
所
得
制
限
の
た
め
給
付

　
　
対
象
と
な
ら
な
い
児
童

数
と
世
帯
数
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
　

　
　

児
童
数
は
約
80
人
、世

帯
数
で
は
51
世
帯
。

　
　

本
来
、こ
の
10
万
円
は

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
救
済
処
置

で
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

所
得
制
限
を
設
け
な
い
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
本
町
で
は
国
の

　
　
ス
キ
ー
ム
に
則
っ
て
行
っ

て
い
く
。

補
　
正
　
予
　
算

問答
質
　
疑

問答

問答

問答

問答
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一 般 質 問町の考えを聞く

熊　谷　明　美
く   ま   が   い        あ 　け 　み

デジタル化対応で
　　　　　「スマホ講座」の設置を

開催に向けて、進めたい

　

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
率
は
11
月
１
日
現

在
、32・２
％
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
の
総
務
省
の
調

査
で
、国
民
の
ス
マ
ホ
の
保
有

率
は
69・３
％
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
の
普
及
に
よ
り
、ス
マ
ホ

の
健
康
保
険
証
利
用
や
預
貯

金
口
座
と
の
ひ
も
づ
け
で
給

付
金
の
受
け
取
り
な
ど
、住

民
が
よ
り
多
く
の
情
報
を
受

け
取
り
、活
用
で
き
る
よ
う

に
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

生
涯
学
習
の
講
座
に「
ス

マ
ホ
講
座
」を
考
え
な
い
か
。

　
　

基
礎
か
ら
、解
か
り
や

　
　

す
く
学
べ
る
よ
う
に
、

講
座
内
容
の
検
討
を
し
て
、

開
催
に
向
け
て
進
め
た
い
。

　
　

講
座
受
講
対
象
者
は
、

　
　
ス
マ
ホ
操
作
の
苦
手
な

高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

受
け
た
い
人
は
誰
で
も
受
講

で
き
る
よ
う
に
、考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長　
対
象

　
　

者
ま
で
は
、ま
だ
考
え

て
い
な
い
。講
師
を
見
つ
け

て
、内
容
を
精
査
し
て
い
き

た
い
。

　　　
　

核
家
族
化
が
進
み
、　

　
　
個
々
人
が
多
忙
を
極
め

て
い
る
昨
今
、家
族
が
亡
く

な
っ
た
時
の
手
続
き
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。遺

族
が
手
続
き
を一カ
所
で
対

応
で
き
る「
お
く
や
み
支
援

サ
ー
ビ
ス
窓
口
」の
設
置
の

考
え
は
。

　
　
町
長　
町
民
生
活
課
が

　
　
そ
の
役
割
を
し
て
い
る
。

手
続
き
が
必
要
な
関
係
課
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
町
の
公
共
施
設
で
の　

　
　
Wi
ー
Fi
な
ど
、ネ
ッ
ト
環

境
や
通
信
環
境
、設
置
場
所
、

整
備
状
況
は
。

　
　
公
衆
無
線
L
A
N
の
ア

　
　
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
国
際
村

な
ど
６
カ
所
で
あ
る
。

　
　

町
長　

遺
族
へ「
お
し

　
　
ら
せ
」と
し
て
、主
な
手

続
き
を
案
内
し
た
ワ
ン
ペ
ー

パ
ー
の
物
を
渡
し
て
い
る
。

　
　

ま
ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　

ら
、手
続
き
の
情
報
を

得
よ
う
と
し
て
も
、現
状
の

画
面
か
ら
で
は
、た
ど
り
着

く
の
が
難
し
い
。簡
単
に
情

報
取
得
や
疑
問
に
応
え
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
な
い
か
。

　
　
各
担
当
課
の
手
続
き
ご

　
　
と
に
分
け
て
案
内
し
て

い
る
。ワ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
情
報

を
整
理
し
、組
み
直
し
て
サ

イ
ト
上
で
公
開
し
た
い
。

答

答答

答

　
　

政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の

　
　

発
足
に
あ
た
っ
て「
誰一

人
取
り
残
さ
な
い
、人
に
優

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
」と
し

て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ア
プ
リ
を
使
っ
た
情
報
発
信

や
行
政
手
続
き
、住
民
サ
ー

ビ
ス
、住
民
参
画
等
、多
岐
に

わ
た
り
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
日

常
に
な
っ
て
く
る
。情
報
通

信
技
術
を
使
っ
た
情
報
発
信

や
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
く

一方
で
、ス
マ
ホ
な
ど
、機
器
に

不
慣
れ
で
活
用
で
き
な
い
と

さ
れ
る
人
た
ち
が
出
て
く
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
こ
と
で

住
民
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ

の
普
及
率
も
含
め
、ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

町
長　

国
の
ネ
ッ
ト
利

　
　
用
状
況
等
の
調
査
結
果

を
通
し
て
、動
向
を
見
て
い

き
た
い
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
考
え
て
い
な
い
。

みんなが使いこなせるように

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
職
を
失
っ

　
　

た
人
も
多
い
。再
就
職

す
る
に
あ
た
っ
て
、パ
ソ
コ
ン

が
必
須
条
件
の
場
合
も
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
い
て
、支

援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

職
を
失
っ
た
人

　
　
の
現
状
把
握
は
難
し
い
。

講
座
開
催
の
相
談
や
要
望
の

声
も
な
い
。相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
案

内
し
た
い
。

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で

　
　
手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ

と
が
、時
間
短
縮
や
二
度
手

間
を
避
け
ら
れ
る
と
は
考
え

な
い
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長　
ワ
ン

　
　
フ
ロ
ア
ー
に
主
な
課
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。各
担
当
課
の

職
員
が
そ
の
都
度
代
わ
っ
て

対
応
す
る
の
で
、実
質
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
と
考
え
る
。

　
　
遺
族
が
円
滑
に
行
政
手

　
　
続
き
が
行
え
る
よ
う
に

「
お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
配
布
す
る
考
え
は
。

答

第一次産業への支援・救済を
状況把握に努めながら
検討して行きたい町長

し
て
も
支
援
や
救
済
が
必
要

で
あ
る
。本
町
で
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
町
長　
こ
れ
ま
で
漁
業

　
　

者
か
ら
支
援・救
済
を

求
め
る
要
望
等
は
な
い
が
、の

り
収
穫
時
期
等
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、原
油
高
騰
に
よ
り

経
営
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。し
か
し
な
が

ら
、原
油
高
騰
は
漁
業
者
の

み
な
ら
ず
大
き
な
社
会
問
題

で
も
あ
り
、影
響
が
多
岐
の

業
種
に
関
係
す
る
事
か
ら
、

今
後
の
国
や
県
の
動
向
を
注

視
す
る
と
共
に
、状
況
把
握

に
努
め
な
が
ら
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
こ
れ
か
ら
繁
忙
期
の
、

　
　
の
り
生
産
者
は
、C
重

油
の
流
出
事
故
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
、今
回
の
急
激
な

燃
料
費
の
高
騰
で
大
変
大
き

な
損
益
が
出
て
い
る
。ま
た
、

他
の
漁
業
者
も
、漁
網
や
輸

送
用
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
す

ら
値
段
が
上
が
り
、個
人
の

努
力
だ
け
で
は
コ
ス
ト
吸
収

が
非
常
に
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
る
。そ
の
結
果
、本
町

の
水
産
業
か
ら
や
り
が
い
が

失
わ
れ
て
、離
職
者
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

主
食
米
の
コ
メ
生
産
者

　
　
に
10
㌃
あ
た
り
1
万
円

と
い
う
大
変
手
厚
い
支
援
の

本
質
は
、明
ら
か
な
収
入
の

減
収
で
あ
り
、物
材
費
等
の

か
か
っ
た
経
費
が
経
営
を
圧

迫
し
て
採
算
が
取
れ
な
い
と

判
断
し
た
結
果
の
支
援
事
業

な
の
か
。

　
　
産
業
課
長　
利
益
や
収

　
　
益
に
経
費
が
食
い
込
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
判
断

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

第一
次
産
業
を
守
る
取

　
　
り
組
み
と
し
て
理
解
し

て
良
い
の
か
。

　
　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中

　
　
で
支
援
と
い
う
考
え
で

あ
る
。

　
　

漁
業
者
も
ま
た
コ
ロ
ナ

　
　
禍
の
影
響
で
金
策
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
。ま
た
、急

激
な
原
油
高
が
収
益
を
圧
迫

し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、水

産
業
を
守
る
た
め
、本
町
と

　
　
産
業
課
長　
国
の
燃
料

　
　
高
騰
時
の
補
填
対
応
策

の「
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」に
加

入
し
て
い
る
漁
業
者
も
多
数

お
り
、あ
る
程
度
は
補
填
さ

れ
る
と
漁
協
か
ら
聞
い
て
い

る
。そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

や
り
が
い
が
失
わ
れ
て
の
離

職
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。

　
　
所
得
を
見
越
し
た
税
収

　
　

の
安
定
や
揮
発
油
税
、

さ
ら
に
は
水
道
料
金
収
入
の

果
て
ま
で
の
、水
産
業
の
貢

献
度
を
加
味
し
た
場
合
、町

に
与
え
る
影
響
は
無
関
係
と

は
言
え
な
い
。水
産
業
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、町

全
体
に
満
遍
な
く
恩
恵
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
。ま
た
、

本
町
と
し
て
も
基
幹
産
業
で

大
き
な
シ
ェ
ア
の
あ
る
水
産

業
の
減
収
は
、町
の
大
き
な

財
源
の
減
収
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
の
か
。

　
　
今
の
段
階
で
税
収
等
の

　
　

増
減
に
つ
い
て
は
ま
だ

分
か
ら
な
い
。

　
　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の

　
　
燃
料
高
騰
は
ま
さ
に
異

常
で
あ
り
、と
て
も
個
人
の

経
営
体
で
コ
ス
ト
の
吸
収
で

き
る
状
態
で
は
な
い
。

　
本
町
が
本
当
に
基
幹
産
業

を
稲
作
と
水
産
業
の
二
輪
で

や
っ
て
行
く
考
え
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、コ
メ
生
産
者
と

同
じ
よ
う
に
経
費
が
利
益
に

食
い
込
ん
で
あ
え
い
で
い
る

　
　
町
で
は
平
成
19
年
度
と

　
　
平
成
27
年
度
に
非
課
税

世
帯
に
対
し
、燃
料
助
成
利

用
券
を
発
行
し
て
い
た
が
、

今
年
の
年
末
に
再
度
、ひ
と

り
親
世
帯
や
高
齢
者
等
の
非

課
税
世
帯
に
対
し
灯
油
代
金

の一
部
を
助
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
町
長　
11
月
19
日
に
閣

　
　

議
決
定
さ
れ
た「
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対
策
」の

ひ
と
つ
に
、地
方
自
治
体
が

行
う
生
活
困
窮
者
へ
の
灯
油

購
入
費
助
成
な
ど
の
必
要
な

経
費
に
対
す
る
支
援
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

水
産
業
に
も
手
を
差
し
伸
べ

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
町
長　
支
援
を
し
な
い

　
　
と
か
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
は
な
く
、本
町
の
基
幹
産

業
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

方
々
に
は
考
え
て
い
き
た
い

が
、ま
だ
具
体
的
な
話
を
い

た
だ
い
て
い
な
い
の
で
今
後

の
話
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　　
現
在
、本
町
で
は
、事
業
実

施
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
中

で
あ
る
。

　
　

今
年
の
冬
は
ラ
ニ
ー
ニ

　
　
ャ
現
象
で
、日
本
列
島

は
か
な
り
厳
し
い
寒
さ
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。本

町
で
も
ま
だ
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
か
も
し
れ
な
い
が
、

万
全
の
準
備
を
整
え
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
状
況
を
見
定
め
な
が
ら

　
　
善
処
し
て
い
き
た
い
。

　

問答

答

問

答

問

問

問

問

問答

問

答 問

問

問

木　村　　稔
き    む     ら 　　    み  の  る

問答 お
く
や
み
支
援
サ
ー
ビ
ス
窓
口
の
設
置
を

町
民
生
活
課
が
そ
の
役
割
を
し
て
い
る

町
長

答

答 問問

答 問

非
課
税
世
帯
等
に
対
し

灯
油
代
金
の
一
部
助
成
を

状
況
を
見
定
め
な
が
ら

　
　  

善
処
し
て
い
き
た
い

町
長

問答

答 問

答

町長

ほ   

て
ん

ぜ
ん
し
ょ

ぜ
ん
　 

し
ょ

⑦ しちがはま議会だより　第150号　令和4年2月1日発行 しちがはま議会だより　第150号　令和4年2月1日発行 ⑥

ほ   

て
ん

ま
ん
べ
ん



一 般 質 問町の考えを聞く

　
　
白
紙
で
あ
る
。

小中学校の統廃合の必要性は

現時点では白紙である

　
　
七
ヶ
浜
中
学
校
が
介
護

　
　

施
設
に
な
り
、向
洋
中

学
校
が
残
る
の
か
と一
部
の

町
民
か
ら
質
問
さ
れ
た
が
真

相
は
。

　
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全

　
　
く
な
い
。

　
　
将
来
中
学
校
を
統
廃
合

　
　

し
な
い
と
な
っ
た
場
合
、

品
川
区
の
よ
う
に
通
う
中
学

校
を
選
択
で
き
る
選
択
制
に

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
考
え
ら
れ
る
要
素
は
全

　
　

部
考
え
た
上
で
、こ
う

い
う
学
校
を
作
り
た
い
と
い

う
提
案
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、そ
の
時
期
は
い
つ
な

の
か
申
し
上
げ
る
の
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
現
時
点
で
の
統
廃
合
に

　
　
関
し
て
町
の
考
え
は
。

　
　
令
和
２
年
12
月
会
議　

　
　

で
の
歌
川
議
員
の一
般

質
問「
き
ず
な
ハ
ウ
ス
事
業
」

に
対
し
て
町
長
は「
こ
れ
ま

で
、き
ず
な
ハ
ウ
ス
で
行
っ
て

き
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て

い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
答
え
て
い
る
。１
年
た
っ
た

今
、進
捗
状
況
は
。

　
　
町
長　
行
政
が
や
れ
る

　
　
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

事
業
と
し
て
、そ
の
年
代
に

合
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
で
は
な
く
、き
ず

　
　

な
ハ
ウ
ス
が
担
っ
て
い

た
よ
う
な
子
ど
も
の
居
場
所

を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

　
　

に
は
、図
書
セ
ン
タ
ー

や
個
別
学
習
室
、町
民
交
流

室
、育
児
ゆ
う
ゆ
う
広
場
、ロ

ビ
ー
な
ど
、広
く
は
な
い
が

そ
れ
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
居
場
所
と
し
て
使
え
る
場

所
が
あ
る
と
思
う
。指
導
員

を
置
い
て
全
て
準
備
す
れ
ば

い
い
の
か
、何
を
望
む
の
か
分

か
ら
な
い
。

　
　
指
導
員
で
は
な
い
が
大

　
　

人
が
常
駐
し
、子
ど
も

が
自
由
に
行
き
来
し
、勉
強

し
た
り
、仲
間
と
集
っ
た
り
、

保
護
者
で
は
な
い
大
人
に
話

を
聞
い
て
も
ら
え
る
、子
ど

も
の
居
場
所
は
。

　
　

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

　
　

ヤ
ー
ド
さ
ん
が
行
っ
て

い
た
事
業
は
行
政
で
は
手
の

届
か
な
い
型
に
は
ま
ら
な
い
、

そ
し
て
隙
間
を
う
ま
く
対
応

し
て
く
れ
て
い
た
。一か
ら
十

ま
で
行
政
が
全
て
お
膳
立
て

し
た
形
に
は
な
ら
な
い
。

　
　

行
政
で
、で
き
な
い
の

　
　
で
あ
れ
ば
子
ど
も
の
居

場
所
作
り
事
業
を
や
り
た
い
、

担
う
こ
と
が
で
き
る
団
体
が

い
る
場
合
、き
ず
な
ハ
ウ
ス

だ
っ
た
場
所
や
、老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー「
浜
風
」を
60
歳
以

答

　
　
学
級
数
が
以
前
よ
り
少

　
　

な
い
こ
と
に
よ
り
、学

校
運
営
上
課
題
は
あ
る
の
か
。

　
　
教
育
長　
小
学
校
に
お

　
　
い
て
は
現
段
階
で
は
特

に
問
題
や
課
題
は
な
い
と
の

こ
と
。中
学
校
に
お
い
て
は
、

今
で
は
な
い
が
将
来
的
に
部

活
動
に
関
し
て
、問
題
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

懸
念
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　
　
小
中
学
校
統
廃
合
委
員

　
　
会
の
よ
う
な
組
織
を
立

ち
上
げ
、保
護
者
や
地
域
の

方
々
、有
識
者
の
意
見
を
聞

き
始
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

　
　

あ
り
、大
事
な
課
題
で

あ
る
だ
け
に
、慎
重
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
う
い
う
時
が
来
て
も
即
対

応
で
き
る
よ
う
、必
要
な
デ

ー
タ
や
資
料
収
集
は
行
っ
て

お
り
教
育
委
員
会
の
中
で
随

時
勉
強
し
て
い
る
。検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
は

な
い
。

上
の
方
々
が
利
用
を
終
え
る

16
時
以
降
、子
ど
も
の
居
場

所
と
し
て
使
う
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長 

申
し

　
　

出
が
あ
れ
ば
、内
容
と

団
体
を
確
認
し
、検
討
す
る
。

答

汐見台北区緑道樹木の周期剪定を

通学路を優先し剪定したい町長

　
　

地
区
住
民
か
ら
、樹
木

　
　
等
の
剪
定
の
要
望
は
出

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

不
具
合
が
あ
る
都
度
、

　
　
区
長
や
住
民
か
ら
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
樹
木
の
種
類
は
異
な
る

　
　

が
、周
期
的
な
剪
定
計

画
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
剪
定
計
画
は
望
ま
し
い

　
　

が
、多
種
の
樹
木
が
植

栽
さ
れ
て
お
り
、管
理
方
法

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
、児
童・生
徒
の
防
犯

上
の
観
点
か
ら
通
学
路
を
優

先
し
、街
路
灯
の
明
か
り
を

妨
げ
な
い
よ
う
、樹
木
剪
定

し
て
い
く
。

　
　
汐
見
台
６
丁
目
か
ら
汐

　
　
見
小
学
校
に
通
じ
る
緑

道
の
樹
木
が
茂
り
過
ぎ
、街

路
灯
の
明
か
り
の
妨
げ
や
児

童・生
徒
の
通
学
時
の
防
犯

上
安
全
と
言
え
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
汐
見
台
北
区
緑
道
樹
木
の

管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。　　

　
　
町
長　
公
園
も
含
め
丁

　
　
目
ご
と
住
民
の
協
力
を

得
て
管
理
し
て
い
る
。

　　
　
こ
れ
ま
で
も
支
障
と
な

　
　
る
中
高
木
を
剪
定
し
て

い
る
が
、全
体
的
に
樹
木
が

多
く
繁
茂
し
、街
路
灯
へ
の

影
響
や
歩
行
幅
も一
部
支
障

が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、

剪
定
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

答

問答

問 答 問問答

子
ど
も
の
居
場
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

積
極
的
に
作
る
考
え
は

年
代
に
合
っ
た
事
業
は
行
って
い
る

問答 問

町
長

問

問答

答

　
　
亦
楽
小
学
校
前
の
県
道

　
　

脇
歩
道（
北
側
）ブ
ロ
ッ

ク
が
隆
起
し
、歩
行
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
。

　

歩
道
の
隆
起
は
い
つ
頃
か

ら
生
じ
て
い
た
の
か
。

　
　
町
長　
令
和
３
年
の
５

　
　
月
頃
に
確
認
し
た
。

　
　
け
や
き
街
路
樹
箇
所
の

　
　
升
の
変
形
や
歩
道
ブ
ロ

ッ
ク
の
隆
起
が
あ
る
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。

　
　
地
区
住
民
か
ら
、隆
起

　
　
の
修
繕
の
要
望
は
出
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
３
年
５
月
に
木
村

　
　

議
員
か
ら
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

　
　

県
に
は
、こ
れ
ま
で
ど

　
　
の
よ
う
な
要
求
を
し
て

き
た
の
か
。

　
　

５
月
に
指
摘
を
受
け
、

　
　
不
具
合
箇
所
の
現
況
写

真
を
送
り
、視
覚
障
害
者
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
の
修
繕
も
含
め
、

要
請
を
お
こ
な
っ
た
。

　

答

　
　
県
が
早
急
な
修
繕
の
考

　
　
え
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

県
と
話
し
合
い
で
、町
が
修

繕
し
、修
繕
費
用
を
県
に
求

め
る
な
ど
の
策
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　

管
理
者
は
県
な
の
で
、

　
　
町
が
修
繕
す
る
考
え
は

な
い
。指
摘
の
箇
所
が
通
学

路
で
あ
り
、早
期
に
修
繕
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

　

亦
楽
小
学
校
前
の
隆
起
し
て
い
る
歩
道
の
修
繕
を

通
学
路
で
あ
り
早
期
に
修
繕
す
る
よ
う

引
き
続
き
県
に
要
請
し
て
い
く

　
　

対
象
者
へ
事
業
の
周
知

　
　
方
法
は
。

　
　
町
広
報
で
６
月
と
12
月

　
　
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
事
業
の
促
進
の
周
知
方

　
　
法
は
。

　
　
こ
こ
数
年
申
請
も
問
い

　
　
合
わ
せ
も
な
い
状
況
で

あ
り
、事
業
見
直
し
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
塩
釜
消
防
事
務
組
合
が
、

　
　

今
年
お
こ
な
っ
た
無
作

為
抽
出
調
査
に
よ
る
と
、本

町
の
設
置
率
は
90
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
設
置
の
助
成
の
考
え
は

　
　
な
い
か
。

　
　
現
時
点
で
は
助
成
の
考

　
　
え
は
な
い
。

町
長

問答

問

答 問問

答 答

問

　
　
平
成
18
年
度
以
降
の
問

　
　
い
合
わ
せ
件
数
と
設
置

件
数
は
。

　
　
町
長　
設
置
件
数
は
19

　
　

件
。（
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
24
年
で
18
件
、令
和

３
年
度
で
１
件
）

問答

答

佐　藤　直　美
さ　  と  　う　    な　 お 　み

歌　川　　渡
う   た   が   わ 　　わ   た   る

教育長

問答

答答 問

問

問答

問答

町
長

答

問
　
　
本
町
の
設
置
状
況
は
。

　
　
現
況
の
認
識
は
。

問
は
ん  

も

　
　
現
況
の
認
識
は
。

問

「
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付

費
補
助
金
交
付
要
綱
」事
業

の
周
知
、促
進
に
つ
い
て

家
具
転
倒
防
止
↓
制
度
の
見
直
し
が
必
要

火
災
警
報
器
↓
助
成
の
考
え
は
な
い

家
庭
の
防
災
対
策
に
町
の
援
助
を

「
火
災
警
報
器
」設
置
の
助

成
を

答 問
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一 般 質 問町の考えを聞く

民営駐車場圧迫の
町営無料駐車場は有料化を

駐車場の有料化は考えていない

　
　
町
営
が
無
料
で
民
営
が

　
　

有
料
の
た
め
、７
千
台

の
売
り
上
げ
が
三
分
の一の
２

千
台
に
な
っ
た
。公
が
民
を

圧
迫
す
る
、一
番
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。無

料
の
町
営
に
対
し
て
、有
料

の
民
営
は
ど
ん
な
策
を
講
ず

れ
ば
よ
い
の
か
。

　
　

町
長　

駐
車
場
は
、な

　
　
が
す
か
多
目
的
広
場
の

付
帯
物
で
あ
る
。公
園
に
来

る
方
も
い
れ
ば
海
辺
に
来
る

方
も
い
る
。そ
の
よ
う
な
方

に
対
し
て
５
０
０
円
は
ど
う

な
の
か
な
と
い
う
考
え
が
あ

る
。ま
た
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

海
か
ら
み
れ
ば
奥
の
方
に
設

定
し
て
い
る
。

　
　
町
は
地
方
交
付
税
に
依

　
　

存
し
て
い
る
。駐
車
料

金
を
５
０
０
円
払
っ
て
で
も

見
た
い
と
い
う
価
値
の
あ
る

場
所
づ
く
り
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

　
　

私
が
行
っ
た
沿
岸
部
の

　
　
公
営
駐
車
場
で
は
有
料

駐
車
場
は
な
い
。海
水
浴
シ

ー
ズ
ン
の
有
料
化
は
よ
い
が

通
年
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

　
　

逍
遥
の
み
ち
づ
く
り
の

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
政
策
課
長　
令
和
３
年

　
　

５
月
に
始
動
し
、８
回

行
っ
て
い
る
。い
ろ
ん
な
可
能

性
を
確
か
め
て
い
る
。庁
内

の
関
係
部
署
か
ら
課
長
、係

長
、係
が
入
っ
て
横
断
的
に
検

討
し
て
い
る
。

　
　
寄
贈
さ
れ
た
ビ
ー
チ
ク

　
　

リ
ー
ナ
ー
の
幅
の
広
い

サ
サ
ラ
で
花
火
や
た
ば
こ
の

吸
い
殻
は
取
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
産
業
課
長　
全
て
取
れ

　
　

る
か
と
言
え
ば
、そ
う

は
い
か
な
い
。県
内
15
カ
所

の
海
水
浴
場
が
あ
る
が
、ビ

ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
本
町
だ
け
で

あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
御
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ

て
い
る
。

　
　
金
を
出
し
て
委
託
清
掃

　
　
し
て
い
る
が
大
き
な
ゴ

ミ
は
残
し
て
お
く
。サ
サ
ラ

の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
跡

に
ゴ
ミ
を
残
し
た
ま
ま
で
あ

る
。ゴ
ミ
を
回
収
し
て
の
作

業
は
完
了
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
県
仙
台
土
木
事
務
所
と

　
　

の
連
絡
不
足
が
あ
り

我
々
も
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

答

　

答

　
　
町
営
の
無
料
駐
車
場
７

　
　
カ
所
の
維
持
管
理
費
は

年
間
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　
　

町
長　

公
園
施
設
の一

　
　

部
で
あ
る
た
め
、駐
車

場
の
経
費
だ
け
分
離
し
て
予

算
計
上
し
て
い
な
い
が
、年

間
１
３
６
７
万
円
か
か
っ
て

い
る
。

　
　
町
営
駐
車
場
を
有
料
化

　
　
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長　
町
と
し
て

　
　
有
料
化
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　　　
　
委
託
業
者
は
ビ
ー
チ
ク

　
　

リ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
作

業
完
了
と
し
て
い
る
。機
械

で
や
っ
て
、こ
れ
で
浜
掃
除
し

た
と
言
わ
れ
た
が
、貝
殻
や

海
藻
の
根
が
鋭
利
な
の
で
し

っ
か
り
や
る
べ
き
で
は
。

答

残土条例の制定を

県の条例で十分町長

棄
物
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
、自
然
環
境
保
全

法
等
あ
る
が
、既
存
法
で
は

十
分
に
対
応
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。特
に
残
土
の
崩

落
や
流
出
に
対
す
る
住
民
の

安
全
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、建
設

発
生
土
の
受
け
入
れ
地
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、県
外
の一

部
の
自
治
体
で
は
残
土
条
例

で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　
　

町
の
土
地
利
用
は
、長

　
　

期
総
合
計
画
に
沿
っ
て

計
画
的
に
行
う
こ
と
が
前
提

で
、計
画
的
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
に
建
設
残
土
が
置
か

れ
た
場
所
は
今
後
の
計
画
で

支
障
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

現
行
法
で
は
国
も
県
も
頼
り

に
な
ら
な
い
。本
町
は
不
利

益
処
分
が
で
き
な
い
町
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
町
の
土
地
利
用
は
、

　
　
令
和
元
年
12
月
に
策
定

し
た
土
地
利
用
基
本
構
想
の

基
本
施
策
に
お
い
て
、農
用

地
で
は
町
土
保
全
や
保
水
機

能
等
農
地
の
有
す
る
多
面
的

機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
、緑
地
や
防

災
機
能
等
十
分
考
慮
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　
建
設
残
土
は
廃
棄
物
処

　
　

理
法
上
、廃
棄
物
で
は

な
い
た
め
、土
砂
そ
の
も
の
を

堆
積
す
る
の
は
不
法
投
棄
で

は
な
い
。堆
積
し
よ
う
と
す

る
土
地
の
制
約
を
受
け（
開

発
行
為
、森
林
法
、都
計
法
、

自
然
公
園
法
等
）初
め
て
規

制
さ
れ
る
。し
か
し
堆
積
行

為
が
法
で
規
制
さ
れ
れ
ば
問

題
は
未
然
に
防
げ
る
。

　
い
っ
た
ん
土
砂
の
搬
入
が

始
ま
る
と
場
合
に
よ
っ
て
は

産
業
廃
棄
物
の
混
入
が
容
易

に
可
能
に
な
っ
て
く
る
。性
善

説
で
の
土
砂
処
理
が
悪
用
さ

れ
る
危
険
性
は
高
い
が
町
の

考
え
は
。

　
　
町
長　
全
国
の
事
例
で

　
　
見
ら
れ
る
建
設
発
生
土

の
不
適
正
な
処
理
や
土
地
の

形
質
の
変
更
な
ど
は
、都
市

計
画
法
や
宅
地
造
成
等
規
制

法
、砂
防
法
、地
す
べ
り
等
防

止
法
、急
傾
斜
地
の
崩
壊
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
、農
地
法
や
森
林
法
、廃

　
森
林
に
お
い
て
は
町
土
保

全
や
水
源
涵
養
機
能
な
ど
公

益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
将
来
世
代
が
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
享
受
で
き
る

よ
う
森
林
保
有
者
へ
管
理
を

促
す
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

環
境
や
防
災
、景
観
な
ど

を
踏
ま
え
農
地
や
森
林
は
基

本
的
に
保
全
す
る
と
い
う
土

地
利
用
の
方
針
の
も
と
に
、

各
種
個
別
計
画
を
策
定
す
る

際
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
　

国
土
の
安
全
は
、国
土

　
　
強
靭
化
計
画
と
の
整
合

も
取
り
土
質
状
態
や
面
積
要

件
や
水
収
支
の
要
件
、地
形

形
状
変
更
の
要
件
、発
生
土

の
分
析
結
果
や
保
全
要
件
、

再
利
用
の
計
画
、流
域
、流
末

の
産
業
従
事
者
や
住
民
の
同

意
、事
前
協
議
、近
接
す
る
公

共
事
業
や
民
間
事
業
、監
視

し
報
告
義
務
等
提
示
さ
せ
る

観
点
を
踏
ま
え
土
砂
を
受
け

入
れ
る
条
例
を
作
る
べ
き
と

考
え
る
が
行
政
の
考
え
方
を

問
う
。

　
　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

　
　
は
行
為
者
の
責
任
に
起

因
す
る
残
土
の
崩
落
、流
出

な
ど
に
対
す
る
施
策
取
り
組

み
を
自
治
体
と
し
て
ど
う
作

成
す
る
か
整
理
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
県
は
昨
年
12
月
に
条
例

　
　
化
に
踏
み
切
っ
た
が
、そ

の
条
例
は
市
町
村
の
考
え
に

一
部
委
譲
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。町
が
許
容
す
れ
ば
県
も

許
容
す
る
し
か
な
い
。県
内

全
域
を
監
視
す
る
制
度
で
小

さ
い
エ
リ
ア
を
見
る
こ
と
は

限
界
が
あ
る
。自
治
体
は
住

民
の
安
全
の
た
め
環
境
を
守

る
た
め
に
は
条
例
化
で
自
衛

す
る
し
か
な
い
の
で
は
。

　
　

残
土
条
例
は
、県
内
自

　
　
治
体
で
県
が
令
和
2
年

4
月
土
砂
等
の
埋
め
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
施

行
し
て
い
る
。県
内
に
は
市

町
村
の
条
例
制
定
は
例
が
な

い
。全
国
の
市
町
村
が
残
土

条
例
を
制
定
す
る
例
と
し
て

都
道
府
県
と
の
関
係
は
、都

道
府
県
条
例
で
市
町
村
に
権

限
を
委
譲
し
て
い
る
場
合
や

都
道
府
県
条
例
を
補
完
し
て

市
町
村
条
例
で
制
定
す
る
場

合
、都
道
府
県
条
例
は
無
く

市
町
村
条
例
の
み
で
制
定
す

る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

　
本
町
は
県
条
例
で
規
定
し

て
い
る
土
砂
等
の
埋
め
立
て

等
行
為
に
対
す
る
許
可
制
度
、

土
砂
等
の
埋
め
立
て
に
関
す

る
基
準
違
反
行
為
に
対
す
る

行
政
処
分
お
よ
び
罰
則
、危

険
な
埋
め
立
て
等
に
対
す
る

土
砂
等
搬
入
禁
止
区
域
の
指

定
な
ど
の
規
制
に
よ
り
関
係

者
へ
災
害
の
発
生
防
止
等
必

要
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
残
土
に
関
し
て
は
課
題

と
し
て
対
応
し
て
き
た
。県

で
条
例
化
さ
れ
た
の
で
県
と

の
や
り
取
り
の
中
で
、県
の

意
見
と
し
て
は
県
の
条
例
が

あ
る
の
で
新
た
に
市
町
村
で

決
め
る
必
要
は
な
い
と
県
の

担
当
同
士
で
話
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
今
後
研
究
し

て
み
る
。

答

問

問

問問

町長

遠　藤　喜　二
え     ん    ど    う     　   よ　し　じ

渡　邉　　淳
わ  た  な  べ 　　    あ  つ  し

問

問答

逍
遥
の
み
ち
づ
く
り
は

検
討
中
で
あ
る

町
長

委
託
業
者
の
ゴ
ミ
回
収
は
作
業
完
了
し
て
い
な
い
の
で
は

連
絡
不
足
が
あ
り
反
省
し
て
い
る

産
業
課
長

　
　
対
応
し
た
い
。

問

問

答

答

問

答

答答

問答

問

問答

か
ん
よ
う

し
ょ
う
よ
う

し
ょ
う
よ
う

ながすか多目的広場の駐車場
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読みやすい議会　だよりを目指して
創刊

号150
　
昭
和
59
年
７
月
の
創
刊
号
以
来
38
年
の
歳
月
を
重

ね
、こ
の
た
び
１
５
０
号
の
記
念
号
を
お
届
け
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、諸
先
輩
を
は
じ
め
歴
代
広
報
委
員
、関

係
各
位
の
ひ
と
か
ら
な
ら
ぬ
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、現
在
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
情
報
発
信
や
収
集

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、ア
ナ
ロ
グ
な
紙
面

に
よ
る
発
信
も
重
要
な
情
報
伝
達
手
段
の一つ
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。議
会
で
審
議
さ
れ
る
事
案
の
審
議

経
過
や
結
果
を
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

こ
と
は
、議
会
だ
よ
り
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
議
会
を
結
ぶ
情
報
紙
と
し
て
ご
愛

読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
記
念

号
発
行
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創
刊
１
５
０
号
発
行
に
寄
せ
て

議
長　

岡
﨑　

正
憲

平成28年度
　　第31回町村議会広報
　全国コンクール　奨励賞

平成23年度
　　第26回町村議会広報
　全国コンクール　奨励賞

平成22年度
　　第25回町村議会広報
　全国コンクール　最優秀賞

ぼくたち　わたしたちの　稲が実ったよ！復興を誓って、前へ。　がれきを横目に未来に向かって　あれから５年！

１２７号 １０８号 １０２号
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リ

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です
　
「
農
地
の
管
理
と
環
境
促

進
策
に
つ
い
て
」を
所
管
事

務
調
査
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
地
の
現
状
や
、農
業
政

策
に
つ
い
て
、10
月
22
日
に

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

町
で
は「
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
」変
更
に
伴
い
全

域
の
農
地
４
３
５
３
筆
を
現

地
に
赴
き
、状
態
に
よ
り「
農

地
」「
原
野
」「
山
林
」に
区
分
、

耕
作
又
は
所
有
し
て
い
る
人

に
農
業
者
の
意
向
な
ど
参
考

に
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、農
業
者
の
高
齢

化
、担
い
手
減
少
の
中
で
あ

り
ま
す
が
、営
農
促
進
の
可

能
性
を
探
り
、農
地
利
用
の

方
向
性
を
調
査
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
費
用
弁
償
の
見
直
し
お
よ

び
廃
止
の
検
討
は
。

Ａ
条
例
に
準
拠
し
て
い
る
も

の
の
、今
後
も
検
討
が
必
要
。

Ｑ
生
活
や
議
員
活
動
で
も
有

効
に
使
え
る
議
員
報
酬
の
検

討
は
。

Ａ
議
会
改
革
は
、議
員
の
成

り
手
不
足
解
消
策
の
た
め
の

報
酬
ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。部
分

的
な
改
革
で
は
な
く
本
質
的

な
改
善
策
を
図
る
べ
き
。

Ｑ
会
議
録
の
公
開
や
議
会
の

ネ
ッ
ト
配
信
は
。

Ａ
12
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
会
議
録
の
公
開
を
す
る
。

ま
た
、ネ
ッ
ト
配
信
は
早
期
導

入
を
目
指
し
調
査
し
た
い
。

Ｑ
コ
ピ
ー
機
と
ネ
ッ
ト
環
境

や
独
自
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
は
。

Ａ
コ
ピ
ー
機
や
ネ
ッ
ト
環
境

は
、議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
た
め
、議
会
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

あ
く
ま
で
住
民
へ
の
情
報
周

知
す
る
た
め
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
、住
民
本
意
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
か
ら

の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
、

時
代
に
即
し
た
議
会
運
営
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
中
に
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
チ

ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。今
、す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
◎
チ
ー
ム
長

　
　
　
　
○
副
チ
ー
ム
長

　
　
　
　
前
列
右
よ
り

　
　
　
　
○
小
林　
倫
明

　
　
　
　
◎
遠
藤　
久
和

　
　
　
　

　
　
　
　
後
列
右
よ
り

　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
渡
邉　
　
淳

　
　
　
　
　
安
倍　
敏
彦

　
　
　
　
　
佐
藤　
直
美

　
今
年
度
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
、議
会
報
告・懇
談
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
報
告
・
懇
談
会

　

開
催
中
止
の
お
し
ら
せ

ＱＡ ＱＡ ＱＡ

Ａ Ｑ

２
．
議
員
報
酬
と
費
用
弁
償

　
　

 

に
つ
い
て

３
．
会
議
録
の
公
開
に
つ
い
て

４
．
議
会
関
係
の
設
備
等
に

     

つ
い
て

令和２年度に開催された議会報告・懇談会です

議
会
デ
ジ
タ
ル
化

　

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

チ
ー
ム
会
議

　
費
用
弁
償
と
は
、地
方
議
会

の
議
員
が
議
会
、委
員
会
な
ど

に
出
席
し
た
と
き
に
自
治
体

か
ら
支
給
さ
れ
る
金
銭
給
付

の
こ
と
で
す
。

費
用
弁
償
と
は

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　

議
運
で
は
、議
会
を
円
滑

に
運
営
す
る
た
め
に
、さ
ま

ざ
ま
な
協
議
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。そ
の
中
に
は
、こ
れ
ま

で
の
反
省
点
や
今
後
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
の
改
善

点
、時
代
に
即
し
た
運
営
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、議
長
か
ら
出

さ
れ
た
課
題
解
決
の
た
め
の

協
議
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、現
在
協
議
し
て

い
る
審
議
事
項
を
要
約
し
、

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
掲
載
い
た
し

ま
す
。

Ｑ
政
務
活
動
に
お
い
て
の
公

務
災
害
は
。

Ａ
政
務
活
動
費
に
お
い
て
は

公
務
災
害
に
当
た
ら
な
い
。

議会
運営

審
議
事
項
に
つ
い
て

１
．
議
会
運
営
に
つ
い
て

ＱＡ

総務
産業

　

子
ど
も
の
障
害
は
、早
期

発
見
や
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。そ
し
て
、障
害
が
発
見
さ

れ
た
後
の
子
ど
も
や
保
護
者

へ
の
継
続
的
な
支
援
も
重
要

に
な
り
ま
す
。本
町
で
も
該

当
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
中
で
、現
状
の
把
握
を
し

な
が
ら
課
題
を
見
つ
け
、切

れ
目
の
な
い
支
援
策
を
事
務

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
は
、担
当
課
の
説
明

を
受
け
る
た
め
の
、質
問
内

容
を
精
査
し
て
い
ま
す
。

教育
民生

障
が
い
児
へ
の

　

早
期
発
見
体
制
と

　
　
　
　
　
　

支
援
拡
充
策

農
地
の
管
理
と

　

環
境
促
進
策
に
つ
い
て

お
も
む

⑮ しちがはま議会だより　第150号　令和4年2月1日発行 しちがはま議会だより　第150号　令和4年2月1日発行 ⑭



⑯

編
集
後
記

◆
今
回
の
表
紙
は
ご
応
募
い

た
だ
い
た
写
真
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
写
真
や
日
常
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
写
真
な
ど
、

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
し
ち
が
は
ま
議
会
だ
よ
り

は
創
刊
１
５
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。ひ
と
え
に
ご
愛
読
く

だ
さ
る
町
民
の
皆
さ
ま
と
、関

係
各
位
の
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も「
読
み
や
す
い
。親
し

ま
れ
る
」紙
面
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
り

一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長　
遠
藤　
久
和

　
副
委
員
長　
渡
邉　
　
淳

　
広
報
分
科
会　
佐
藤　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

　
　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
岡
﨑　
正
憲

前号の答え：問１ ①　問２ ③　問３ ③

当　選　者：鈴木美代子さん

　　　　　　鈴木昭弘さん

　子どもたちの居場所、地域交流の場づくりの企画および
運営をされている、地域活動団体　地球子屋の皆さんにお
話を伺いました。

立ち上げたきっかけは
　レスキューストックヤードさんが運営していた「みんなの
家 きずなハウス」が担っていた、誰もが自由に出入りし、人
と人とのつながりがある子どもたちの居場所を作りたいと
思い任意団体として立ち上げました。

　子どもたちや地域のみなさんが気軽にふらっと寄れ、集
まれる場所を作りたいと思い活動を始めました。子ども自身
が考えて成長できるきっかけや仕掛けを作り、その子たち
が中心になって町を盛り上げていけるような人材育成もし
ていきたいと思っています。

　おのおのの組織が単独でやっている事業が多いので、協
力して質の良い事業を展開してほしいと思います。先を見
据えて長いスパンで考えて、町民がビジョンを共有できる
事業の計画を望みます。町民が愛着を持って、夢を語ること
ができる町になってほしいですね。そして子どもたちが安心
して、のびのびと過ごせる場所を作ってほしいと思います。

未来のたから・無限の可能性を秘めた
子どもたちの居場所づくりを

写真むかって左から、
奥田優花さん（松ヶ浜）、赤松菜美さん（亦楽）、
工藤真理子さん（汐見台南）、石木田裕子さん（汐見台）

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト「町民便利帳」をご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

－次の３月会議は３月１日開会予定です－

地球子屋
インスタグラム

今号のクイズはお休みいたします。

おくだ　ゆうか あかまつ    な　み

くどう　   ま　 り  　こ いしきだ　　ゆうこ

チアダンスを通して、
日本中に笑顔と元気を！

　表紙の写真は、SJP Cheers (Smile for Japan Project) 
チアダンス教室のみなさんです。
　指導者の、チアダンス歴12年の鈴木芙憂花さん（遠山）
にお話を伺いました。

挑戦してみたいことは

SJP Cheersをご紹介ください
　2021年3月まではキョウコチアダンスプレイスとして活
動していましたが、4月からSJP Cheersとして七ヶ浜を拠
点に活動しています。遠山地区避難所や、イベント前は国
際村のリハーサル室で練習しています。踊っている本人も
見ている人たちにも笑顔になってもらえるように、自ら輝く
真のチアリーダーを目指して活動しています。

　七ヶ浜のスポーツチームのハーフタイム等でチアを披露
し、町民のみなさんと一緒に応援をしてチームの勝利に貢
献したいです！野球、サッカー、ミニバスなど、応援できる機
会があればぜひお声がけください。

　町外で生活している同級生も多いですが、みんな七ヶ浜
が大好きです。ただ、七ヶ浜の情報を得るのが難しいと感じ
ます。もっと若い人が利用しやすいように、公民館の利用方
法や料金、各地区の分館や避難所を借りられることなどを、
ホームページやSNSに分かりやすく、そして見つけやすい
ように掲載してほしいです。またダンス等の練習で公民館
を利用する方々のために、鏡を設置し、料金をもう少し手ご
ろにしていただけるとうれしいです。

町や議会への要望は

えすじぇーぴー ちあーず

SJP Cheers
インスタグラム

て　ら　こ　や

ふ う かすずき

活動目的は

町や議会への要望は
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